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　今回発刊いたしました第 18 巻 1 号では、主に

2025 年 8 月に開催された第 19 回日本臨床検査学

教育学会学術大会において、基調講演、特別講演、

教育シンポジウム、ワークショップでご発表いただ

いた先生方、ならびに学生優秀発表賞を受賞され

た学生の皆様にご執筆いただきました。本号には、

臨床検査技師の卒前・卒後教育から、研究思考を

もつ臨床検査技師の養成に至るまで、多岐にわた

る内容が収載されております。いずれも、未来の臨

床検査技師が臨床の現場でどのように活躍していく

べきかを考える上で、示唆に富むものとなっており

ます。

　近年、臨床検査を取り巻く環境は、医療の高度

化に加え、AI やデジタル技術の急速な進展により、

大きな転換期を迎えていると感じています。本誌に

おいても、AI やデジタル技術を活用した研究や教

育に関する報告が増えており、その影響の広がりを

実感しております。臨床検査学教育の現場におい

て、これらの技術をどのように取り入れ、次世代の

臨床検査技師を育成していくかは、今後ますます

重要な課題となるでしょう。

　編集作業を通じて改めて感じたことは、技術が

進歩する一方で、教育における本質は変わらないと

いうことです。AI の活用により業務の効率化が期

待される中でも、臨床検査の意義を理解し、自ら考

える力を身につけ、学び続ける姿勢は、若手のみな

らず教育者にとっても、これまで以上に重要である

と考えます。

　最後になりますが、ご多忙の中、本誌の趣旨にご

賛同いただき、貴重な教育実践や研究成果をご寄

稿くださいました著者の先生方、ならびに丁寧なご

査読をお寄せいただいた査読者の先生方に、心よ

り感謝申し上げます。本号が、臨床検査学教育の

未来を考える一助となり、日々の教育・研究を見つ

め直すきっかけとなれば幸いです。今後とも、本誌

へのご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。

（令和 8 年 1 月 26 日　編集委員　　副島　友莉恵）
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